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Ⅰ 第 6 章
1 節
1 施策

① ② ③

a b
c d
e f

多彩な市民文化の振興
豊かな市民文化の創造

担当部課名

主要事業計画対象の有無

生涯学習 企画・芸術文化

４　評価指標

100.051.2
実   績

事業費合計/応募出演者数+入場者数
（Ｈ１４計算式：1000/
（12405000/15000）×１００＝120.9）

〔金額単位：千円〕

平成14年度

応募出演者数の増減により市民の
参加状態を表す

指　標　②
指　標　③

85.9

実   績

98.0
40.9

75.2
39.7

事業開始年度
１ 総合計画における位置づけ

16110

政  策  名

事務事業名 事業コード

彩りある市民文化を創造します

0

100.0
100.0

0

12,405

100.0
120.9

13,070

1人 1人

3,985

8,420

4,650

8,420

0

30,414 25,364 17,193

0 0

25,260

63.8

4,563

21,050

5,154 4,314

3人 2.5人

参加者一人あたりの経費

入場者数/目標入場数
（Ｈ１４計算式：10000/10000×100＝
100）指標式

応募出演者数 入場者数

指標名

応募出演者数/目標応募出演者数
（Ｈ１４計算式：5000/5000×100＝
100）

絵画展、書展、写真展、文芸展、いけばな展、盆栽
展、建築文化展、茶会、短歌会、俳句会、川柳会、現
代詩の会、市民合唱祭、謡曲会、吟剣詩舞大会、邦楽
演奏会、民謡大会、奇術大会、太鼓祭り、洋舞合同公
演（２０分野）

市民が日頃の文化活動の成果を一堂に発表する機会を設けることにより、市民文化の
振興と向上を図る。

一般市民（一部の分野に
年齢制限有り）

対象
数

（３）平成13年度事業の内容

計画年次 年度

なし

基本施策名
施  策  名

第
第

２ 実施根拠及び関連法令等

（２）対象（誰、何）
３ 事業概要
（１）事業の目的

入場者数の増減により市民の関心度
を示す

費用対効果を示す

指　標　① 100.047.552.6

５ 目標と実績

指標設定
の意図

目   標
平成11年度

特　定　財　源

決算（予算）額

合　　計

人員・時間数
人　件　費

その他経費

事
　
業
　
費

〔様式　１〕

042（769）8286

事 務 事 業 評 価 表

平成１４年度

66 59 82 90

0

平成13年度（評価対象年度）平成12年度

12,630
1.5人

実   績 目   標

（５）個別計画の概要

（４）総合計画･実施計画における概要   

市民文化祭

社会教育法、芸術文化振興基本法

年度

61万人

計 画 名
　年度～　

課 班

～63

生涯学習部

無



65.7%
2

47.5 85.9 ③ e
100.0 100.0 f

2

2

3

2

1

あ　る

な　い

あ　る

な　い

4

主管団体への事務委託をすすめていき
たい。

見　直　し

廃     止

完     了

８二次評価における変更点

説明

今後とも実施継続をしていくが、質の低下を招かぬよう配慮しながら見直しを行な
う。

②  c
 d

6

公民館の祭事業と同内容で実施している分野がある。規模だけでなく、内容の差
別化を図るとともに、主管団体や公民館事業への代替を、今後検討していく。

×100= ×100=

（４）事業の代替性・・・県、民間との役割分担のあり方から見て、市が実施していくことが適当か

新分野を開催するため、検討をしているが、専門性、団体との調整が難しい。

コスト改善余地

６　個別評価

（２）必要性･･･時代変化に適応した事業内容か

（１）達成度･･･目標をどれだけ達成したか

評 価

①  a
b

85.9%47.5%
63.8

63.8%
100.0

評 価

（６）有効性･･･当該事業は上位の施策を実現する上で有効か

過去の蓄積を踏まえ、市民の満足は得ていると思うが、多様化したジャンルの展
開が今後必要である。

評 価

Ａ：代替の可能性ない

Ｂ：代替の可能性低い

他自治
体の類
似事業
との比
較

他自治体においても見直しを図っている。

  

評 価

今後の進め方

継　    続

★ ★ ☆ ☆ ☆

７ 総合評価

Ａ：満足できる

Ａ：有効である

Ｂ：一部満足できない

理由：
Ｂ：一部有効である

Ｃ：有効でない

評 価 Ａ：適応している
Ｂ：一部適応していない

評 価

Ｃ：妥当でない

Ａ：妥当である
Ｂ：一部妥当でない

評 価

（３）経済性・効率性･･･費用対効果は妥当か

Ｃ：適応していない

Ｃ：代替の可能性高い

（５）市民満足度・・・対象市民の満足は得られているか

参加料の徴収について、実施又は検討を行なう。

理由：

理由：

理由：

理由：

理由：
今後さらに応募者数の増及び経費削減を図る

Ａ：達成している　　　(α≧100%)

Ｂ：一部達成していない(100%>α≧80%)

Ｃ：達成していない   （80%>α)

   α＝①、②、③の平均値  ＝

×100=

説明：

説明：

Ｃ：満足できない

市民文化の振興に寄与している

積極的にＰＲしていくことにより、振興成
果を高めたい。

成果向上の余地
≪評価バランスチャート≫ 達成度

必要性

経済性・効率性

事業の代替性

市民満足度

有効性

A

B

C

A

B

C

B

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ａ


